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研究成果の概要（和文）： 本研究は，日本語を母語とする英語学習者がどのように英語音調を

獲得するかを，音韻，統語，意味のインターフェースから研究することを目的としている．具

体的には，英語音調学習ソフトを独自に開発、作成し，それを使って３年間に渡り，さまざま

な学習実験群を作って学習実験を遂行し，分析した．その結果，１）先行研究に反し，英語音

調は学習可能である，２）英語音調を学習する際に陥る困難は，音韻，文法，意味的なものに

三分される，３）音調学習は，学習者の英語能力レベルによって効果が異なり，中級レベルの

学習者には「応用力」をつけるという意味で特に効果的である，４）音調学習と音韻学習に「学

習順序効果」があることの結論を得た． 

 
研究成果の概要（英文）： This is a study of effective learning of English prosodic 
features by Japanese L2 learners. We made two pieces of computer-assisted software for 
those learners and made several long-term experiments. Our findings are 1) Japanese L2 
learners CAN learn English prosodic features, contra previous studies, 2) Japanese L2 
learners face phonological, syntactic and semantic difficulties, when they study English 
prosody, 3)prosodic training is especially effective to intermediate Japanese L2 learners, 
and 4) the order of studying prosody and phones is crucial for effective learning. 
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１．研究開始当初の背景 
 
日本語を母語とする英語学習者は，英語を長
く学習してもなかなかうまくならないと言
われるが，その理由の一つが，英語らしい音

調の修得がなかなかできないことにある．
「英語らしい」音調とは何か，そしてどうし
たらそれを「効果的に」学習することができ
るのかを探りたいというのが，この研究を始
める動機である． 



２．研究の目的 
 
（１）「英語らしい」音調とは何かを探る． 
（２）日本語を母語とする英語学習者が，英
語音調を学習する時に生じる問題点をイン
ターフェースの観点から洗い出す． 
（３）効果的な英語音調の学習方法を探る． 
 
３．研究の方法 
 
（１）音声だけではなく音調のピッチの視覚
情報も提供できる英語音調自学ソフトを独
自に開発、作成した．コンテンツは水口と伊
庭が，ハードは山田と生馬が担当した． 
（２）作成したソフトを用いて三年間にわた
りさまざまな実験群を作って学習実験を実
施した（水口，立石，伊庭が担当）． 
（３）結果を音声解析ソフトで分析し，結果
を統計的に処理し，インターフェースの観点
から分析した（水口，伊庭，山田が担当）． 
 
４．研究成果 
 
（１）英語音調を自学できる CALL システム
用ソフトの制作 
 
 英語を第二言語とする学習者が，英語の母
語話者の発話の音声，ピッチ情報ならびにパ
ワーを踏まえた上で，学習者自身が自分の発
話を録音し，その音声，ピッチ情報，パワー
を確認し，母語話者の音声と音調に近づける
ことを目的とするイミテーション訓練のた
めのソフトを 2種類開発，作成した．図１は
完成したソフトの訓練画面の一例である． 
 
  図 1 

 

左画面にはモデル音声の原波形，ピッチ，パ
ワーが表示され，学習者は画面の一番上の文
字情報とモデルの音声情報を聞いて産出訓
練をする．学習者の音声は自動録音されるの
で，何度も自分で確認することができる．加

えて学習者のピッチならびにパワー情報も
右画面に提示されるので，モデル音声のピッ
チ，パワーと比較して，どの程度モデル音声
のイミテーションができているかを自分で
確認することができる．学習者はこの訓練を
何度でも繰り返すことができ，英語音調を学
習することができる． 
 
 ソフト作成のデザインは，英語音調に関す
る 理 論 と し て ， Wells(2006) English 
Intonation (Cambridge University Press)
を採用し，コンテンツは英語音調の代表的な
三種類の音調（Fall, Rise, Fall-Rise）を
含む会話形式とし，難易度は簡単なものから，
かなり発話することが難しいものまで用意
した．ソフトの構成は，学習前テスト（17 試
行），10 回の訓練（各回 10 の訓練素材，総計
100 の訓練素材），学習後テスト（17 試行）
から成る．ハードは国際電気通信技術研究所
認知情報科学研究所に 2008 年に作成を依頼
した．ソフトは USB 形態で作成した．  
 
 ソフト作成のデザイン，理論，実践につい
ては第 26 回日本英語学会公開シンポジウム
において口頭発表し，[1]の論文として公刊
している． 
 また，2010 年には 2008 年作成のソフトの
改良版として，学習者の発話の自動評定の機
能をもつソフトを開発した．この機能がある
ことで，学習実験の分析の効率が上がること
が期待される． 
   
（２）英語音調学習実験による音声ファイル
の収集 
 
 三年間にわたり（１）で作成したソフトを
用い，英語音調の学習実験を三大学において
行った．実験群は，音調ソフトのみを使う群
（被験者 100 名）と，音調ソフトと音韻ソフ
トの両方を使って学習する群（被験者 80 名）
である．統制群として，ピッチ情報を与えず
音声だけで訓練する群と，全くこの訓練をせ
ずテストだけを受ける群を設けた． 
 各学習実験は，学習前テスト，音調の訓練，
学習後テストを 12 週間かけて行った．被験
者として協力してくれた神戸大学，神戸女学
院大学，甲南大学の学部生，大学院生に感謝
の意を表するものである． 
 学習実験の結果は以下の主観評価と客観
的計測を行った． 
 
・主観評価：ソフトを使った英音調の学習前，
学習中，学習後テストの被験者のすべての音
声のファイルをランダマイズし，母語話者 2
名と非母語話者 2名，計 4名に 7段階で評定
をしてもらい，平均値を産出した． 
 



 先行研究では音調の学習は難しい，とか不
可能である，と言われているが，これは「英
語らしい音調」を，単に客観的な発話長やピ
ッチレンジにのみ基づいてとらえているか
らではないかと考えられる．本研究で明らか
になったことは，「英語らしい音調」とは，
音韻，統語，意味のインターフェースからみ
て始めて判断できる，ということである．考
えてみれば当然のことである． 

・客観的計測：被験者の音声ファイルを，音
声解析ソフト Praat で解析し，時間長とピッ
チレンジを計測した．加えて被験者の学習前
と学習後テストにおける音韻，文法，音調の
間違いを調査した． 
 
 本研究で開発したソフトは，学習前，学習
中，学習後テストばかりではなく，すべての
学習音声を自動録音するので，日本語を母語
とする英語学習者の音調の大部のデータを
音声ファイルの形で収集することができた．
今後の研究の資料としても貴重である． 

 また，先行研究で言われているように，英
語の音調は非母語話者には学習できないも
のであろうか．この問いに対する本研究の答
えは「否」である．図２は音調訓練による評
価平均値の推移を示すグラフであり，このグ
ラフの縦軸は学習前と学習後の主観評価の
変化，横軸は初級，中級，上級群の訓練素材，
非訓練素材，平均値を表している． 

 
（３）音調学習実験の結果と分析 
 
 音声ファイルの分析の結果，日本語を母語
とする英語学習者は英語の発話を産出する
際，大別して以下の 3種類の間違いをする傾
向があることが判明した． 

 
  図２ 
  

 

 ①音韻の間違い 
 ②文法の間違い 
 ③音調核の間違い 
 
 日本語を母語とする英語学習者は，英語音
調のイミテーション訓練をしていても，音声，
音韻を間違える．被験者の英語能力を TOEIC
スコアに基づき，初級（TOEIC600 点未満），
中級（TOEIC600 点～799 点），上級（TOEIC800
点以上）の 3群に分けて，間違いの傾向を調
べてみると，①のタイプの間違いは特に英語
の初級レベルの学習者に見られ，概して歯茎
音í Œ Œ Œ の間違いが目立った． 
 また英語の文法がよく分かっていないた
めにおこる②のタイプの音声の間違い（数の
不一致，冠詞の脱落または不要な挿入，動詞
の誤った相の使い方，など）は，初級レベル
の学習者ばかりではなく，中級レベルの学習
者にもおこることが分かった． 

 
 このグラフから分かることは，訓練効果が
どの群でもでている，ということである．し
かし群によって，どの素材の評定が伸びるか
に大きな違いがある．訓練素材の評定が一番
伸びたのは初級レベルの学習者である．上級
レベルではほとんど伸びがなく，天井効果が
あると思われる．これに対して，非訓練素材
の評定は初級レベルではむしろ学習前より
も低くなる．中級，上級レベルでは非訓練素
材の方が評定の伸びが優位に大きい．この結
果から言えることは，音調訓練をする学習の
時期が非常に大切である，ということである．
初級レベルでは学習した素材の音調が確実
によくなるが，学習しない素材に応用する力
はまだつかない．中級レベルでは，訓練素材
の評定の伸びもあるが，それにもまして非訓
練素材の評定の伸びが顕著である．上級レベ
ルでは，天井効果により，訓練素材の伸びが
3 群の中で一番低いが，非訓練素材の音調に
対して応用力がつく． 

 英語では，意味情報を左右する音調核を置
き方が大変重要であるが，特に中級レベルで
この③のタイプの間違いが目立つ． 
 おもしろいことに，本研究をはじめる発端
であった英語音調そのものの間違いはどの
レベルの学習者でも多くはなかった．このこ
とは，英語の Fall, Rise, Fall-Rise の 3 種
類の音調は，正しい訓練さえ行えば学習は容
易であるということである． 
 
 この結果が意味することは，「英語らしい
音調」とは，単に音韻が正しい，音調が正し
い，ということではなく，音韻，文法が正し
いことに加えて，意味情報の提示の仕方が適
切でなければ，英語らしく聞こえない，とい
うことである．実際，発話長とピッチレンジ
の客観的数値と，1～7段階の主観評価の間に
は強い相関は見られなかった． 



  本研究の音調のイミテーション訓練の結
果の考察から，音調訓練の学習は「応用力を
つける」効果がある，と言える．これらの結
果は，英語の音調訓練は，訓練をする時期と
内容を間違えなければ効果的である，という
こ と を 意 味 す る ． こ の 研 究 成 果 は 
Mizuguchi(in preparation) ‘Interface 
Study of English Prosodic Features of 
Japanese L2 Learners’として発表する予定
である． 

  図３ 

 

 
（４）「英語音調の効果的な学習法」の研究 
 
 日本語を母語とする英語学習者は，（２）
で述べたように，音韻の間違い，文法の間違
いに加え，意味に関与する音調核の位置を間
違う傾向があるが，これらの間違いを減らす
ためには，音声学習ばかりではなく，これら
すべての学習が必要であると考えられる．本
研究では，音韻の学習方法について，聴覚と
産出の両方向から以下の二つの研究を行っ
た． 

 
 

 学習結果は図４に示すように，B 群が優位
に他の群より学習効果が高く，音調訓練と音
韻訓練の間に「学習順序効果」があることを
発見した． 

① 音韻の聴覚の学習法 
 
 英語の音韻の聴覚については，従来意味的
情報を伴う有意味語を使った訓練と，意味的
情報に頼らない無意味語の聴覚訓練が提唱
されているが，生馬の研究（学会発表[1]）
で，意味に頼らない無意味語による聴覚訓練
の方が効果的であるということが解明され
た． 

 
  図４ 
 

研究成果は図書[1]で伊庭が公刊している． 

 なぜ学習順序効果があるのかの解明は今
後の研究に委ねられるが，仮説としては学習
者の動機づけが考えられる．音韻訓練は外国
語学習にとって必要不可欠なものではある
が，概して単調で面白みに欠けることは否め
ない．A 群のように音韻学習から始めると，
学習意欲がそがれてしまう危険性があるの
ではないか，と思われる．これに対して音調
学習は，学習者の音声を録音して音声情報と
ピッチの視覚情報を提供するソフトを用い
たので，モデル音声と学習者の音声の違いが
一目瞭然である．学習意欲を高めるには十分
である．また，音調ソフトを用いた学習だけ

 
② 音韻と音調の産出学習法 
 
 伊庭は独自に開発した音韻学習ソフトと
本研究で開発した英語音調学習ソフトを用
い，果たして学習順序による学習効果に違い
があるのかを，実際に学習実験を行い，検証
した． 
 実験方法は，被験者（大学生 80 名）を 4
群に分け，二つのセッションの学習実験（音
韻訓練と音調訓練）をする，というものであ
る．いずれの群も訓練前，第一セッションの
訓練後，第二セッションの訓練後にテストを
受けるのは同じであるが，図３に示すように
訓練の順序が異なる．A 群は，音韻学習→音
調学習，B 群は音調学習→音韻学習の順で学
習訓練を行う．なお統制群として，音調訓練
と音韻訓練をランダムに行う C群と，どちら
の訓練もせずテストだけを受ける D群を作り，
計 4 群の学習群を作って学習実験を行った．
学習結果は，母語話者 2名と非母語話者 2名、
計 4 名の評定者による 1～７の主観評価と，
発話長とピッチレンジの客観的数値がどの
程度モデル音声に近づくかの比率で判断し
た． 



でも音韻の矯正が可能であることが上記
（２）の研究で分かっている．B 群のように
音調訓練で学習動機を明確にした上で音韻
訓練を意識的にすると，学習効果がより上が
る，という仮説をたてることができる．この
仮説の検証には，音調訓練の動機づけが異な
る学習実験群との対比が必要である．
Mizuguchi(in preparation)において，ピッ
チ情報を使わず音声情報だけで音調訓練を
した学習群の学習効果を分析中である． 
 
（６）今後の課題 
 
 本研究では，「英語らしい音調」の本質を
インターフェースの観点から探り，日本語を
母語とする英語学習者の学習上の問題点を
明らかにした．また，英語音調の学習は可能
であり，特に中級レベルの学習者には応用力
をつける意味で特に効果的であるとの結論
を得た． 
 さらに，英語音調の効果的な学習方法開発
の一端として，音調と音韻訓練に学習順序効
果があることを発見した． 
 本研究は以上の成果を得たが，なぜ学習順
序効果があるのか，その原因については仮説
をたてた段階であり，その検証は今後の課題
である． 
 また，音韻以外の学習方法についてはまだ
手つかずである．日本語を母語とする英語学
習者は，英語の音調核の産出が極度に不得手
であるが，その学習方法を探ることは今後の
課題としたい． 
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